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　「第5次エネルギー基本計画」が閣議決定され、
「日米原子力協定」が自動延長されました。福島原
発事故から学ばず、海外の自然エネルギーの大き
な潮流に乗り遅れ、脱原発の大きな世論を無視し、
安倍政権はどこに向かうつもりなのでしょうか。
　2012年3月に開始した『再稼働反対！首相官邸
前抗議』（金曜官邸前抗議）が、300回目を迎えま
した。福島原発事故はまだ終わってません。引き続
き、安倍政権のミスリードを正していきましょう！
原発やめろ！

編集後記
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　「盆踊り」の名シーンがある映画、といえば、間違
いなく増村保造監督『美貌に罪あり』があがるだろ
う。蘭作りで名の通った吉野庭園の主人ふさ（杉
村春子）は、150年守り通した土地と屋敷を手放
さざるをえなくなってしまう。まもなく屋敷が壊さ
れる、という最後の夏の夜、盆踊りのお囃子が聞こ
えるなか屋敷内で、長女の菊江（山本富士子）は
しょんぼりとした様子のふさに「母さん、踊って」
という。ふさは「何年も踊らないから忘れちゃっ
た」と答えるものの、菊江の「私も踊るから」という
誘いにのって、母娘は踊りだす。それは単なる母と
娘の美しい踊りのシーンではなく、土地と屋敷か

ら離れる者達の「ラストダンス」でもあるのだ。
　現在、2011年3月以降の私たちはこのシーン
を、切なくも、幸せな光景として見ることができ
る。それは、「ラストダンス」さえかなわず、土地を
離れいまだ帰る事ができない人々の存在を知って
しまっているからだ。
　安倍政権は盆踊りのシーズン、2015年8月11
日、川内原発1号機を、2016年8月12日、伊方原
発3号機を再稼働させた。今年の夏、あなたの町の
盆踊りに集う人々のなかに、土地を奪われ、故郷に
帰れなくなった人は、果たしてどれだけいるのだろ
うか。(TH)

奪われた土地から離れる者達のラストダンスステートメント 第5次エネルギー基本計画について 映画『美貌に罪あり』and itWalk Talk

21年ぶりとなる、待望の最新小説

『泣きかたをわすれていた』
落合恵子 著 （河出書房新書・定価：本体1500円（税別））

　確かなことはひとつ。若いと呼ばれる年齢にいた頃、
気が遠くなるほどの長編と思えた人生という本は実際に
は、驚くほど短編だったということ。（本文より）

　冬子、72歳。どこに居ても、何をしていても居場所がない
思いをしてきた冬子が作り上げた絵本専門店『ひろば』、母の介護、愛するひと
たちの死・・・夢のように滑り落ちてゆく月日。自らの終焉を見据えながら、
冬子はより自由になる。著者の自伝的小説。
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NO NUKES! human chains vol.03
拡げよう！脱原発の輪
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作家／クレヨンハウス主宰

NO NUKES ! human cha ins　vol . 02のゲスト、吉原毅さんからのご紹介です。

落合恵子ゲスト 聞き手：Misao Redwol f（首都圏反原発連合）

知らなかった、知らされなかったとはもう言えない
スリーマイル島・チェルノブイリ・福島

落合 スリーマイル島からはじまって、その後にチェルノブイリの原発事
故を体験したとき、このまま原発を使い続けてはいけない、原発をもち
続けてはいけないと思い、そのことをどのようなかたちで広めたらいい
か考えました。私は原発について危険であるということ以外、ほとんど
知らなかったので、反対するにもまず学びたいと、市民科学者である高
木仁三郎さんに講師をお願いして、クレヨンハウスで勉強会を開きまし
た。お客さまはもちろんのこと、わたしたちも。その模様を現在も刊行し
ている総合幼児保育雑誌に掲載したり、当時企画からかかわっていた
ラジオ番組『落合恵子のちょっと待ってMONDAY』の特集で取り上げ
たりと外に向かっての発信と、いろいろなお声の受信とを並行して実行
していました。

　2011年の東電福島原発での過酷事故以降スタートさせ、現在も継続
中のクレヨンハウス『朝の教室』。ミサオさんにも講師として来ていただ
きましたが、その原型はチェルノブイリ原発事故の直後に生まれたもの
なのです。その『朝の教室』から誕生したブックレットの刊行の言葉に、
「知らなかった、知ろうとしかった、知らされなかったとはもう言えない」
と書きましたが、この言葉はチェルノブイリの原発事故のときにどこか
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Misao 落合さんが原発問題に関わることになった経緯を教えてく
ださい。

福島の原発事故の前のこと

Misao 私たちの金曜官邸前抗議はいまだに続いているんですが、
参加されている方や支援してくださっている方に、メッセージをお
願いします。

Misao 実際、いま落合さんがおっしゃったようにバーンアウトし
て、疲れて来なくなる人たちも、すでにいらっしゃいます。

落合 大きな力に対峙する運動すべてについて考えますが、「あまり無理
しないで、疲れたときは休んでいいよ。その代わり、いつでも戻っておい
でよ、また一緒にやろうね」。そんな気持ちでやっていきたいです。私は
「テイク・ア・バケーション・ビフォー・ユー・バーンアウト」（ Take a 
Vacation Before You Burnout ）という言葉が好きです。燃え尽
きてしまう前にテイク・ア・バケーション、ちょっと休み取ろうよ、と。短
期間がんばって全速力で走って息を切らして、倒れたくはない。やはり
続けることでしか答えは出ないと思います。

落合 そうでしょうね。運動があって暮らしがあるのではなく、暮らしが
あって運動がある……。『さようなら原発1000万人アクション』に参加
されるかたも、わたしと同世代も多く、社会では「高齢者」ですよ。無理
はだめ。すぐには分厚い扉は開かない。すぐには壁を倒すこともできな
い。だから、燃え尽きない。だから、休むときがあっていい。その日、行け
なかったら、次のときに行けばいい。疲れてバーンアウトしてしまうと、
なんのための暮らしか、命か、人権かもわからなくなってしまう。これは
自分へのメッセージでもあるんですよ。

無理しないで、疲れたときは休んでいいにわたしが書いた言葉だと教えていただいた。その言葉は2011年のあ
の日以来、わたし自身への再びの問いかけとなっています。

落合 スリーマイル島やチェルノブイリの原発事故以来、地震があるとい
つも、「えっ、原発は大丈夫？」と不安でした。当初は多くの方とそういう
会話も交わせたのに、そのうち、同じような考えの仲間内だけでしか通
じない会話になってしまいました。Misaoさんたちがされ続けているよ
うな、ひとつの力になり得なかったというのが事実です。その深い反省
と悔いと自己嫌悪とで七転八倒風な日々を送っていたとき、ちょうど
『さようなら原発1000万人アクション』の呼びかけ人のひとりにならな
いかという電話を旅先で受けました。

落合 ただ、大きなうねりにはなり得なかったのも事実です。当時もデモ
に行ったり、書いたりもしていましたが、原発についての原稿依頼がま
ずなくなって、ラジカルさゆえなのか、前掲の番組も終わってしまい、自
分が発行人をつとめる育児雑誌『月刊クーヨン』で時々特集をするしか
なかったです。新聞などの連載には時々、そのテーマで書いたりもしま
したが、毎回原発をテーマには当然できない。そして、大人たちである
自分たちがいろいろな活動から徐々に撤退していった。それに落とし前
をつけないといけないという思いもあって、『さようなら原発1000万人
アクション』の呼びかけ人をお受けするのと同時に、クレヨンハウスで

Misao スリーマイル島からチェルノブイリからずっと思いは継続的に
あったのですね。

『さようなら原発1000万人アクション』の
呼びかけ人に

クレヨンハウス『朝の教室』
Misao 2011年の5月から、『朝の教室』をはじめられていますね。

落合 はい。東電の福島の事故から２か月
後です。若いスタッフの一人に、泣きながら
言われました。「私はチェルノブイリ以降
の生まれなので、本でしか知らない。かつ
てやっていた勉強会をまたやってくれませ
んか」と。ほぼ同時に、かつて高木（仁三
郎）さんの勉強会に参加されていた人たち
から「教室を再開してください」と次々に
連絡がありました。こうして『朝の教室』は
再スタートしました。同じ思いを抱いてい
るひとりひとりと柔らかくつながりたいと
いう思いと、近くにそういったテーマで話
し合う人がいないという人や、もちろん無
関心の人もノックしたい、と。

　間もなく100回目を迎えます。スタッフはルーティンの仕事に加わる
かたちで、一緒に講師選びをしたり、記事を集めたり、本を読んだりと
大変だと思います。受講されるかたも土曜の朝9時というスタートです
が、遠くから参加されるかたも多く、講師の話を聞かれて、それをご自
分が暮らす地域に持って帰られて、別の勉強会を開かれたりと広げて
いただいています。

このインタビュー・シリーズでは、ゲストのかたに次のゲストをご紹介いた
だきます。落合恵子さんからは、作家のドリアン助川さんをご紹介いただき
ました。

次回予告 NO NUKES! human chains vol.04 （2018年10月号掲載）

『朝の教室』をはじめるというか、再開しました。

写真：クレヨンハウス『いいね』26号より（撮影・神ノ川智早）

2018年7月4日
首都圏反原発連合 ‒ Metropolitan Coalition Against Nukes ‒

　首都圏反原発連合は、2018年7月3日に閣議決定された「第5次
エネルギー基本計画」に対し強く抗議します。この基本計画では、再
生可能エネルギーを主力電源としながらも、第4次基本計画と変わ
らず原発を「重要なベースロード電源（基幹電源）」とし、原発維持・
推進を継続しています。2011年の福島原発事故の甚大な被害と、圧
倒的な脱原発世論を無視した閣議決定と言えます。

　基本計画の内容についての問題点は多々ありますが、取り分け、国
民にとって大事なエネルギー政策の決定プロセスには問題がありま
す。パブリックコメントの結果発表翌日に、簡単に閣議決定されて良
いものでしょうか。パブリックコメントには「署名」として53,403件
もの脱原発の意見が寄せられており、3.11福島原発事故以降は、世
論においても脱原発が圧倒的です。国民的議論とそれを反映した国
会での審議が必要ではないでしょうか。

　基本計画の「第1節 基本的な方針」には「エネルギー政策の要諦
は、安全性（Safety）を前提とした上で」とあり、全文を通して安全
性を強調しています。しかし、原子力規制委員会による世界最高水準
の審査を受けたとされる原発にも、多くのトラブルが発生しており、
今後も福島原発事故のようなことが起こらないとは誰にも保証でき
ません。

　世界の再生エネルギーの驚異的な普及と低コスト化の潮流を無視
して、なんとしても原発と核燃料サイクル政策を維持することを前提
とした不実なこの計画を、私たちは認めるわけにはいきません。首都
圏反原発連合は、「第5次エネルギー基本計画」に対して抗議すると
同時に、ただちに「原発ゼロ・再生可能エネルギー推進」の政策に転
換することを、政府に対し強く求めます。

　基本計画では、原子力の位置付けを「国内保有燃料だけで生産が
維持できる低炭素の準国産エネルギー源」としていますが、原発の
燃料は100％輸入に頼るウランです。使用済核燃料を再処理するこ
とを前提に「準国産」としている偽りの「準国産」であり、しかも再処
理も実現しておらず、これはエネルギー自給率を上げる目標のため
に原発は重要だと示すための、詭弁でしかありません。

　また、電源構成比率も第4次基本計画と変わらず、2030年の電源
構成における原発の比率を20～22％としており、これを実現する
には既存原発の稼働はもとより、原発の新設をしなければ達成は難
しいのですが、脱原発世論の圧力で原発の新規建設を盛り込めな
かったので、この数値は非現実的です。実際、現在の原発による発電
比率はわずか2％程度にとどまっており、原発を基幹電源とすること
には無理があります。一国のエネルギー政策としては杜撰であると
しか言えません。

　核燃料サイクル政策についても、「利用目的のないプルトニウムは
持たないとの原則を引き続き堅持し（中略）プルトニウムの適切な管
理と利用を行う」とし、プルサーマル推進の理由に当てています。日
本と原子力協定を結ぶアメリカでも、日本のプルトニウムの保有を懸
念する世論も強く、米議会内でも根強い疑念があり、また中国など

もそれを危険視している中、いかなる目的であれ、プルトニウムの保
有はするべきではなく、すでに破綻している核燃料サイクルをやめ
るべきなのは言うまでもありません。
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